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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～
午後５時30分、祝休日・年末年始を除く）▶環境への配
慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。

新型コロナウイルス感染症の感染状況により催しなど
が中止・延期となる場合がありますので、最新情報は
問い合わせ先にご確認ください▷参加の際は感染予防
対策の徹底をお願いします。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

る
助
成
な
ど
、
子
育
て
支
援
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
花
台
地
区
に

お
い
て
進
め
て
い
る
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
教
育
推
進
校

整
備
の
取
り
組
み
や
、
中
学

校
全
員
給
食
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
子
育
て
・
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
先
端
技
術
の
活

用
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
質
を

高
め
、「
豊
か
な
生
活
」
を
実

現
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

自
動
運
転
や
遠
隔
診
療
、
生
体

認
証
、
脱
炭
素
な
ど
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

　
本
市
に
は
数
多
く
の
貴
重
な

文
化
財
が
あ
り
、
昨
年
、
京
都

国
立
博
物
館
で
特
別
展
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
で
、
改
め
て
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
今
後
も
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
越
し
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
を
含
む
誘
客

に
向
け
て
、
本
市
の
３
つ
の
日

本
遺
産
を
最
大
限
活
用
し
、
関

係
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
を

徹
底
し
な
が
ら
も
、
日
常
生

活
や
経
済
社
会
活
動
の
行
動

制
限
が
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
、

新
し
い
生
活
様
式
に
即
し
た

形
で
の
事
業
実
施
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
民
、
な
ら
び
に
事
業
者

の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
市
政
推
進

へ
の
ご
支
援
は
も
と
よ
り
、
長

期
に
わ
た
り
感
染
拡
大
防
止
に

市長  島田智明

府立長野高校にて、ランニングパトロールに取り組む高校生と（令和４年10月18日訪問）

市
内
全
域
に
お
い
て
水
道
基
本

料
金
の
減
免
、
各
種
事
業
者
に

対
し
て
支
援
金
の
交
付
な
ど
、

市
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ま
を

支
え
る
支
援
に
つ
い
て
も
、
幅

広
く
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
依
然
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
な

ら
び
に
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る

影
響
で
先
行
き
が
不
透
明
で
は

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
充
実
に
向
け
、
複

雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を

包
括
的
に
受
け
止
め
、
適
切

に
対
応
す
る
た
め
、
ひ
き
こ

も
り
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な

ど
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
18
歳
以
下
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
、
早
期
実
施
に
向
け
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
出
生
時

の
子
ど
も
の
検
査
費
用
に
対
す

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
様
式

の
変
化
を
受
け
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
な
お
一
層
促
進
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に

向
け
、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
電
子
地
域

通
貨
「
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
」
を

用
い
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、

Ａ
Ｉ
運
行
バ
ス
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
ク
ル

ク
ル
」
の
運
行
な
ど
、デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
先
進
的
な
取
り
組
み

は
、
昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ

た
、
政
府
主
催
の
地
域
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
を
競
う

大
会
（
夏
の
Ｄ

デ

ジ

ｉ
ｇ
ｉ
田デ

ン

甲

子
園
）
で
大
阪
府
代
表
に
選
出

さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
加
え
て
、
物
価
や

燃
料
費
高
騰
に
よ
る
影
響
を
色

濃
く
受
け
た
一
年
で
も
あ
り
、

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
拠
点
で

あ
る
道
の
駅「
奥
河
内
く
ろ
ま

ろ
の
郷
」
の
さ
ら
な
る
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
で
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
市
内
の
観
光
・

公
共
交
通
情
報
の
取
得
、
お
よ

び
公
共
交
通
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

購
入
な
ど
が
で
き
る
「
モ
ッ
ク

ル
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
」
ア
プ
リ
を
は
じ

め
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
大
阪・

関
西
万
博
と
の
連
携
に
よ
り
、

観
光
・
文
化
・
先
端
技
術
な
ど
、

本
市
の
魅
力
を
国
内
外
へ
広
く

発
信
し
、
来
訪
者
の
増
加
に
繋

げ
ま
す
。

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用

い
た
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
は

じ
め
、
各
種
行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
で
、

幅
広
い
電
子
申
請
を
可
能
と
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

財
源
確
保
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
市

内
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
た

魅
力
的
な
謝
礼
品
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
大
に
も
注
力

す
る
な
ど
、
公
民
連
携
に
よ

る
民
間
活
力
を
積
極
的
に
導

入
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

市
有
財
産
の
売
却
や
貸
与
に
よ

る
歳
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
の
適
正
管
理
を

進
め
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
継
続
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
市
へ
の
ア
ク
セ

ス
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
大
阪

南
部
高
速
道
路
（
大
南
高
）
や

堺
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
実

現
、
河
内
長
野
駅
周
辺
の
活
性

化
お
よ
び
産
業
用
地
の
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
商

工
業
の
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
感

染
状
況
や
国
・
府
の
動
向
を
注

視
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
み

な
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
や
か
で

幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
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消防団の仕事特 集

■年間の主な活動

第
８
分
団
石
見
川
班　

船
井
さ
ん

火
災
時
だ
け
で
な
く

風
水
害
時
も
有
事
に
備
え
る

　
消
防
団
と
は
、
消
防
機
関
の
一

つ
と
し
て
、
す
べ
て
の
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、
住
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
す
。
有
事
の
際
に
は
災
害
現
場

に
駆
け
つ
け
、
消
防
署
と
連
携
し

消
防
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時

特集

火災や自然災害発生時に出動し、消防署と協力して
消火活動や救出活動などを行う消防団。市では、10の
分団に238人が所属しています。地域の安全と安心
を守る団員の声や訓練・活動の様子を紹介します。
�消防総務課（☎53 -0066）

地域を守る消防防災のリーダー
消防団の仕事

は
消
防
出
初
式
や
各
種
訓
練
を
行

い
、
非
常
時
に
は
消
防
車
が
格
納

さ
れ
て
い
る
屯
所
に
集
ま
り
、
火

災
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
災
害

へ
の
対
応
や
現
場
で
の
消
火
・
警

戒
活
動
や
救
助
活
動
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
絶
え
ず
地
域
に
密
着
し
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　
第
８
分
団
は
、観
心
寺
が
あ
る
寺

元
地
区
、
石
見
川
地
区
を
主
な
活

動
範
囲
と
し
て
、現
在
22
人
の
団
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
が
少

な
い
地
域
な
の
で
、団
員
の
担
い
手

も
少
な
く
、私
も
顔
見
知
り
の
副
分

団
長
に
誘
わ
れ
て
、４
年
前
に
入
団

し
ま
し
た
。
当
初
は
消
防
団
の
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
で
す
し
、

上
下
関
係
が
厳
し
く
ち
ょ
っ
と
怖
い

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
入
っ
て
み
れ

ば
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
先

輩
団
員
さ
ん
た
ち
が
優
し
く
指
導

し
て
く
れ
る
の
で
自
然
体
で
活
動
で

き
て
い
ま
す
。

　
訓
練
で
初
め
て
放
水
し
た
際
は
、

水
圧
が
強
く
思
っ
た
よ
り
も
力

が
必
要
で
驚
き
ま
し
た
が
、今
は

ホ
ー
ス
の
筒
先
も
改
良
さ
れ
扱

い
や
す
く
な
っ
た
の
で
、
力
自
慢

で
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。私
自

身
、普
段
の
仕
事
も
体
力
の
い
る

業
種
な
の
で
、毎
日
青
汁
を
飲
み

体
調
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
火
災
な
ど
で
出
動
指
令
が
か

か
れ
ば
、
仕
事
で
な
け
れ
ば
出

動
し
、
仕
事
中
な
ら
別
の
団
員

が
出
動
す
る
な
ど
、
団
員
同
士

で
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。
消
防

団
員
は
、
火
災
だ
け
で
は
な
く
、

台
風
な
ど
風
水
害
発
生
の
危
険

が
あ
る
場
合
も
屯
所
で
待
機
し

ま
す
し
、
平
常
時
も
定
期
的
に

機
器
点
検
や
訓
練
を
行
い
有
事

に
備
え
、
地
域
を
守
る
身
近
な

存
在
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
へ
の
愛
着
や
役
立
ち
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
れ
ば
、
誰

で
も
活
躍
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
も
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
消
防
団
の

屯
所
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１月

消防出初式
文化財防火デー消防合同訓練

３月 山林火災訓練
春の火災予防運動合同訓練

４月 岩湧山山焼き

５月 幹部・新人団員研修

６月 備品工具点検

８月 南河内地区総合訓練

９月 大阪府消防大会

10月

秋の火災予防運動合同訓練

11月 機械部員研修

12月 歳末特別警戒にともなう夜警

消防団員と消防署員って
何が違うの？

　消防署員は常勤の地方公
務員で、常時消防業務に専
念しています。消防団員は、
普段は各自の仕事（サラリー
マンや自営業など）に就きな
がら、地域の火災や災害時
に現場へ駆けつける非常勤
特別職の地方公務員です。

本部と地域の分団で
構成され、それぞれの
班に屯所があります
（三日市地区は１か所）。※分団によって活動内容は異なります。

■河内長野市消防団の組織

消防出初式
　消防職・団員約300人、消防車両25台が参加し、分列行進、
一斉放水、レスキュー隊によるはしご乗りを披露します。は
しご車・レスキュー車などの消防車両を近くで見学できる
ほか、防災保存食の配布も
行います。
※ふるまいぜんざいは中止。
とき　１月８日㈰午前10時
～11時30分
ところ　赤峰市民広場
※雨天時は会場・内容が変更
となりますので電話（☎53-
9933）でご確認ください。
�消防総務課（☎53-0066）

管
理
者（
市
長
）

消
防
団
長

副
団
長

第１分団 長野地区 上原班、野作班

第２分団 天野地区 天野班

第３分団 千代田地区 千代田班、松ケ丘班

第４分団 高向地区 高向班、日野班

第５分団 三日市地区 北三日市班・南三日市班

第６分団 加賀田地区 加賀田班

第７分団 天見地区 天見班、岩瀬班

第８分団 川上地区 寺元班、石見川班

第９分団 滝畑地区 滝畑班

第10分団 小山田地区 小山田班

消防団員
募集中！ あなたの力を消防団に

入団資格　市内に在住、または在勤の満18歳
以上の健康な人
募集地域　天野町、下里町、河合寺、寺元、鳩
原、神ガ丘、太井、小深、石見川、清見台
待遇　年額報酬、出動報酬、退職報償金の支給、
消防団活動中の負傷に対する公務災害補償、健
康診断や入院などに対する福祉共済制度、団員
を支える家族に対する感謝会の開催など
※詳細はお問い合わせください。
�消防総務課（☎53-0066）
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２
月
１
日
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
１
１
９
番
通
報
の
映
像
通
報

シ
ス
テ
ム
（
以
下
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
119
）
の
実

証
実
験
を
開
始
し
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
の
際
、
消
防
指
令
員

が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
に
、
Ｌ
ｉ
ｖ

ｅ
119
を
利
用
し
た
映
像
送
信
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通

報
者
が
撮
影
す
る
災
害
現
場
の
映
像
を

通
信
指
令
室
で
確
認
し
、
指
令
員
か
ら

応
急
手
当
の
映
像
を
送
信
す
る
な
ど
、迅

速
な
現
場
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
令
和
６
年
３
月

31
日
㈰

※
映
像
送
信
に
か
か
る
通
信
料
は
通
報

者
負
担
と
な
り
ま
す
▽
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
警
防
課
（
☎
53
・
０
１
１
９
）

河内長野
シティマラソン大会開催

●
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
時
間
帯
は

交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
コ
ー
ス

と
な
る
道
路
は
一
時
車
両
通
行

止
め
と
な
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

沿
道
に
お
住
ま
い
の
人
や
通
行

車
両
、
路
線
バ
ス
利
用
者
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
時
間　

午
前
９
時

20
分
〜
午
後
1
時

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
タ
ー
ト
＆
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
は
関
西
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

滝畑ダム滝畑ダム

関西サイクル
スポーツセンター
関西サイクル
スポーツセンター

START＆
FINISH
START＆
FINISH

61

218

交通規制区域
午前９時20分～午後１時
交通規制区域
午前９時20分～午後１時

ダム管理道路は
完全通行止め
午前9時～午後2時

ダム管理道路は
完全通行止め
午前9時～午後2時

１月15日●
  午前10時スタート

日 新型コロナワクチンの
接種について

新型コロナワクチンコールセンター
受付は平日午前9時～午後5時30分
（年末年始12月29日㈭～1月３日㈬を除く）

☎ 0721‐26‐8135
℻ 0721-56-5160
※おかけ間違いのないようご注意ください。

　令和４年12月13日時点で、国では新型コロナの
ワクチン接種を「臨時接種の特例」と位置づけ、接
種期間を令和5年3月31日までと定めています。
　接種券が届いて、まだ接種を受けていない人は接
種をご検討ください。また、接種券の再発行を希望
する場合は、コールセンターまたは市ホームページ
で手続きしてください。

最新情報はこちらでご確認ください

第８波に向けた対策と備えを
　過去２年、年末年始に新型コロナウイルスの
感染者数が増加しています。あらかじめ準備や
対策を行い、感染拡大防止にご協力をお願いい
たします。

薬　常用している薬や解熱鎮痛薬など
検査キット　体外診断用医薬品（医療用）、また
は第一類医薬品（一般用）
食糧　5～7日ほど自宅で生活できるよう日持ち
するもの
相談窓口の情報
●発熱などの症状がある場合
◎受診相談センター（発熱者SOS）（☎06-7166-
9911、06-7166-9966、℻  06-6944-7579）
＝かかりつけ医がない、受診できる医療機関を
知りたいときの相談窓口（全日24時間）
◎救急安心センターおおさか（#7119▷携帯電
話、PHS、プッシュ回線）
＝すぐ受診すべきか救急車を呼ぶべきか迷った
ときの相談窓口
◎小児救急電話相談（#8000▷携帯電話、PHS、
プッシュ回線）
＝夜間の子どもの急病時に、すぐ受診すべきか

判断に迷ったときの相談窓口
●コロナ陽性の場合
◎陽性者登録センター（ホームページ
で24時間受付）に登録を
◎自宅待機SOS（☎0570-055-221、℻  06-
4560-9037）
＝外来や往診、オンライン診療などの健康観察、
健康相談などを希望する場合（全日24時間）

　引き続きマスク着用や手洗い、換気など基本
的な対策をお願いします。

　これからの季節は、インフルエンザが流行す
る季節です。発熱などの症状がある13～64歳
の重症化リスクのない人は、自己検査キットで
コロナの検査が陰性であれば、その旨を医療機
関に伝え、受診をお願いします。
問保健センター（☎55-0301）

119番映像通報システム
実証実験を開始

通報者

ショート
メッセージで
URLを通知

119番
通報

消防本部

URLへ
アクセスして
通報現場の
撮影開始

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急

支援給付金の申請は
申請期限　１月31日（必着）
※対象者でまだ申請していない人
はお早めに▷申請期限を過ぎた場
合はいかなる理由があっても支給できません
▷詳細は市ホームページをご覧ください。
問価格高騰緊急支援給付金コールセンター

（☎0721-56-2511）

新型コロナウイルス関連情報
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暮
ら
し

年
始
の
業
務
案
内

●
市
役
所
は
１
月
４
日
か
ら

　
市
役
所
本
庁
は
４
日
㈬
か
ら
平

常
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど

戸
籍
の
届
出
は
当
直
員
室
で
無
休

で
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
他
、
主

な
施
設
の
開
館
日
や
業
務
な
ど
は

本
紙
令
和
４
年
12
月
号
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
・
し
尿
の
年
末
年
始
の
業

務
日

　
１
月
１
日
か
ら
３
日
の
間
は
ご

み
の
収
集
、
し
尿
く
み
と
り
は
行

い
ま
せ
ん
。
４
日
㈬
か
ら
平
常
通

り
行
い
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課

資
源
と
な
る

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

　
左
記
の
も
の
は
、
資
源
選
別
作

業
所（
上
原
西
町
２
の
28
）へ
持
ち

込
み
が
可
能
で
す（
①
②
は
家
庭

で
使
用
し
て
い
た
も
の
に
限
る
）。

①
電
子
レ
ン
ジ
・
掃
除
機
・
ス
ト

ー
ブ
な
ど
一
部
の
粗
大
ご
み
（
粗

大
ご
み
シ
ー
ル
の
貼
付
が
必
要
）

②
パ
ソ
コ
ン
本
体
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ

コ
ン
、携
帯
電
話
な
ど
の
小
型
家
電

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
カ
ン
・
ビ
ン
・
小
型
金
属
・
古

紙
・
古
布

回
収
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
後
１
時
〜
３
時

問
環
境
衛
生
課

も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の

分
別
の
徹
底
を

　
昨
年
11
月
「
も
え
な
い
ご
み
・

粗
大
ご
み
」
の
収
集
中
、
ご
み
収

集
車
で
相
次
い
で
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
も
え
な
い

ご
み
・
粗
大
ご
み
」
で
は
な
く
次

の
分
別
区
分
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
＝
中
身
を
使
い
切
り
、「
資
源
ご

み
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
小
型
金
属
・

古
紙
・
古
布
）」
の
日
に
出
す
。

②
ラ
イ
タ
ー
＝
中
身
を
使
い
切
り
、

「
も
え
る
ご
み
」
の
日
に
出
す
。

③
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
＝
市
役

所
の
ほ
か
、
家
電
量
販
店
な
ど
の

協
力
店
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

に
出
す
▽
充
電
式
の
掃
除
機
、
電

子
た
ば
こ
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
充

電
し
て
使
用
す
る
製
品
に
使
わ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
①
や
②
を
出
す
際
、
中
身
を
出

し
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た

は
大
量
に
保
有
し
処
分
に
困
っ
て

い
る
場
合
は
環
境
衛
生
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

臨
時
窓
口
を
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
原
則
本
人
で
す
。
交
付
通

知
書
（
は
が
き
）
が
届
い
て
い
て
、

平
日
の
受
け
取
り
が
難
し
い
人
は

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　
１
月
29
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
市
役
所

持
ち
物　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）、

通
知
カ
ー
ド
、
住
基
カ
ー
ド
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）、
本
人
確
認
書
類

▽
顔
写
真
付
き
の
書
類（
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）
は
１
点
、
顔
写
真
無
し
の
書
類

（
保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
）
は
２
点
必
要

※
平
日
夜
間
交
付
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
日

程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

（
時
間
指
定
の
予
約
制
）。

問
市
民
窓
口
課

プ
レ
ミ
ア
ム
付
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
の

購
入
は
１
月
31
日
ま
で

　
購
入
を
希
望
す
る
人
は
お
早
め
に
。
ま
た
、

お
持
ち
の
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
の
有
効
期
限
は
、

発
行
方
法
を
問
わ
ず
、
購
入
時
に
支
払
っ
た

金
額
分
も
含
め
３
月
15
日
ま
で
で
す
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課

ごみシール・し尿くみ取り券販売店一覧
店名 住所 電話番号 ごみ

シール
し尿くみ
取り券

アルム あかしあ台1丁目8-25 ― ●
JA大阪南千代田支店 木戸1丁目6-44 53-2308 ●
ファミリーマート河内長野木戸店 木戸1丁目32-８ 50-1800 ●
山岡酒店 市町1054-5 55-1238 ● ●
大北本店　荘園店 荘園町8-10 53-5901 ●
かわちや酒店 向野町679 56-2121 ●
ローソン河内長野昭栄町店 昭栄町15-21 53-1231 ●
キタバ薬局　河内長野店 西之山町7-2 50-0016 ●
JA大阪南河内長野支店 本多町4-8 53-3085 ●
長野台薬局 緑ケ丘中町8-23 54-1778 ●
石橋たばこ店 長野町2-2 52-6247 ●
井上たばこ店 高向910 53-7575 ● ●
北浦たばこ店 上原町299-1 55-0017 ● ●
JA大阪南三日市支店 三日市町252 63-2226 ●
ローソン河内長野高向店 高向470-1 52-0688 ● ●
松下商店 高向167-3 52-3201 ● ●
JA大阪南高向支店 高向486-1 53-2731 ●
ローソン河内長野三日市駅前店 三日市町186-8 63-5482 ● ●
ライスショップこばやし 大矢船中町3-6 64-8130 ●
JA大阪南加賀田支店 加賀田569-1 64-1212 ●
ノムラクリーニング前田ショップ 南青葉台18-17 64-0603 ●
上岩瀬農産物加工組合 岩瀬1358-5 21-1049 ●
行者湧水直売所 石見川8-2 60-5551 ●

※市役所でも販売しています。　　　　　　 問環境衛生課

◉廃食用油の回収
ところ １月 ２月 ３月

千代田公民館 16日 13日 13日
南花台公民館 19日 16日 16日
高向公民館 18日 ー 15日
加賀田公民館 ー ２日 ー
三日市公民館 ー ９日 ー
くすのかホール 26日 ー 23日
あやたホール ー 24日 ー

とき　午前 10 時～ 11 時▷千代田公民館と南花台公
民館は午前 11時 30分まで
※エンジンオイルなどの鉱物油は絶対に混入しないで
ください。
問環境政策課

◉廃食用油回収協力店舗
店舗名 所在地 回収日 回収時間

加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時30分
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時
にぎわいプラ座 本町 金 午前10時～午後４時

みんなでリサイクルみんなでリサイクル

小山田西地区のまちづくりに関する取り組みを報告
　小山田西地区で広域幹線道路の整備とあわせた
まちづくり検討に取り組む小山田西地区活性化協
議会が、共にまちづくりを検討する民間企業とし
て株式会社フジタを選定しました。11 月 15 日
には市役所を訪れ、市長にこれまでの取り組みな
どを報告しました。

楠ケ丘防犯委員会が大阪府安全な
まちづくりボランティア団体表彰を受賞

　11月11日、楠ケ丘防犯委員会が市長に報告に
訪れました。この賞は、犯罪のない「安全なまち・
大阪」の実現に向けて、安全なまちづくり活動を先
駆的、意欲的に実践している団体に贈られるもので、
委員長の植村さんは、「これからも安全なまちづく
りに貢献したい」と話していました。

●サントリーグループと協定を締結
令和５年４月から、家庭から排出されるペットボトルの

すべてがペットボトルへと再生（リサイクル）されます。「リ
サイクル適正が高く、再資源化の仕組みが整っているペッ
トボトルを資源として循環させていくことで持続可能な社
会の実現に貢献する」という同社と市の理念が
一致し、11月15日に協定を締結。これにより、
ペットボトルの資源循環を推進します。

ペットボトルの資源循環を推進します

●ごみ分別の徹底にご協力をお願いします
　ペットボトルにごみが混入していたり、中身が
残っているとリサイクルできません。水洗いし、
キャップ・ラベルを外しましょう。
問環境衛生課

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

事
業
所

税
金

安
全
安
心

暮
ら
し

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

人
権

就
労

教
育

健
康

高
齢
者

協
働

保
険・年
金
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あなたのまちの民生委員・児童委員
　昨年 12月の一斉改選により、157 人が新しく民生委員・児童委員（主任児童委員含む▷以下、民生委員）
として厚生労働大臣から委嘱されました。任期は令和７年 11月 30日までです。民生委員は、援助を必要とす
る人に相談や助言、福祉サービスについての情報提供を行います。　　　　　

問い合わせ　地域福祉高齢課

※民生委員を補佐するための民生委員協力員制度も始まりました。民生委員協力員は、民生委員と一緒に
地域福祉活動を行っていきます。

民生委員・児童委員

長野地区 千代田東地区 三日市地区 美加の台地区 川上地区
氏　名 住　　所 氏　名 住　　所 氏　名 住　　所 氏　名 住　　所 氏　名 住　　所
川﨑　良子 菊水町 八木　敏江 木戸１丁目 増田　勝紀 喜多町 藤縄　美子 美加の台１丁目 吉岡　和子 清見台１丁目
村上 由紀子 長野町 沢田　浩一 木戸１丁目 小林　昌二 喜多町 大谷 裕美子 美加の台１丁目 姫岡　文代 清見台４丁目
辻本　亨 本町 津留　秀明 木戸２丁目 戸川　博史 上田町 浅岡 千惠子 美加の台２丁目 田所　誠二 清見台３丁目
船井　克容 本町 辻　成喜 木戸３丁目 仲野　好久 上田町 吉田　妙子 美加の台３丁目 大門　周規 河合寺
矢野　孝司 本町 長谷川多恵子 木戸町 山﨑　進 上田町 城田　昭 美加の台５丁目 河合 二三子 寺元
辻野　晶子 古野町 杉本　まり子 木戸３丁目 山﨑　純子 楠ケ丘 山本　伸 美加の台６丁目 田中　伸和 神ガ丘
堀野　恭子 古野町 安本　修 市町 西谷 真由美 楠ケ丘 山口　慶子 鳩原
箕浦　穂積 原町６丁目 中林　澄子 市町 南　田鶴子 小塩町 加賀田地区 森本　悦子 太井
坂上　佳子 原町３丁目 出木野 康幸 市町 峯　加津子 小塩町 氏　名 住　　所 北谷　育子 小深
石橋　淑孝 本多町 庵ノ前 博文 向野町 　野　麻貴 大師町 茂山　惠祐 南ケ丘 森本　芳栄 石見川
大北　豊 野作町 林　明　 向野町 吉田　知子 日東町 濱田　光國 南ケ丘 羽藤　和子 大師町
澤水　優 野作町 西井　武子 千代田南町 川　宏美 東片添町 山本　正子 南青葉台 北畑　知江 大師町
北野　末雄 寿町 嘉名　真世 千代田南町 南口　貞夫 西片添町 大給　龍夫 南青葉台
吉田 可奈子 錦町 前田　晴夫 千代田南町 細川　泰浩 中片添町 米谷　正枝 北青葉台
土井　勝廣 錦町 大谷　邦康 汐の宮町 上山　和枝 北青葉台
　本　泰行 錦町 高向地区 西　功 石仏
南光　淳　 栄町 天野・小山田地区 氏　名 住　　所 西口　謙枝 加賀田
島田　文雄 栄町 氏　名 住　　所 西　節子 高向 沢尻　昭子 加賀田
椋本　浩一 栄町 松山　俊昭 下里町 垣内　正子 高向 上之坊 富子 加賀田
新谷　清美 上原町 藤澤 ひろみ 緑ケ丘南町 澤田　雅美 高向 北井　裕子 加賀田
中野 けい子 上原町 貝野 加代子 緑ケ丘北町 北宅 佐代子 高向 久下　憲一 大矢船南町
川見　夏子 西之山町 山本 きみ代 緑ケ丘北町 松雪　京子 高向

山田　啓子 緑ケ丘中町 歯黒　富三 高向 南花台地区
千代田西地区 田中　忠廣 天野町 北谷 千鶴子 滝畑 氏　名 住　　所

氏　名 住　　所 　中　利郎 天野町 仲舟井まり子 小山田町 山上　裕子 南花台１丁目
藤本　富男 木戸西町２丁目 若松　昭次 荘園町 坂部 眞留美 旭ケ丘 新子谷 笑子 南花台２丁目
池尻　芳男 木戸西町３丁目 齊藤　充弘 小山田町 森山 しづ江 旭ケ丘 喜田　満子 南花台３丁目
　野　栄子 楠町東 奥開　康司 小山田町 久保　立子 日野 青山　ルミ 南花台３丁目
澁谷　佳眞 楠町西 洞渕　元秀 小山田町 向井 富美子 日野 内海 多英子 南花台３丁目
寶上　善昭 松ケ丘東町 脇山　良規 小山田町 伊藤　幾惟 南花台３丁目
白藤　照子 松ケ丘西町 天見地区 中嶋 美智代 南花台３丁目
西本　和子 松ケ丘中町 三日市地区 氏　名 住　　所 曽我部 敬子 南花台４丁目
東　 美子 北貴望ケ丘 氏　名 住　　所 東　榮子 岩瀬 早川　和代 南花台５丁目
浦尾　澄子 北貴望ケ丘 寺前　公雄 三日市町 　畑　久子 岩瀬 北山　京子 南花台６丁目
新保　博 北貴望ケ丘 石橋 早奈美 三日市町 坂元　美紀 天見 白濱 加代子 南花台８丁目
井原　恵子 南貴望ケ丘 柴野　健悦 三日市町 堀切　修平 本多町 山本 みどり 南花台８丁目
加藤　佳子 桐ケ丘 西浦 眞由美 三日市町 狩山 富久子 天見
佐々木 幸治 あかしあ台 田中　文明 三日市町 的場 三喜子 流谷
野村　榮一 自由ケ丘 谷川　淳子 喜多町 三嶋 いまえ 清水

氏　名 住　　所
三根　ゆみ 昭栄町
（長野小学校区）

日備野 美里 あかしあ台
（楠小学校区）

奥　　貴子 千代田南町
（千代田小学校区）

西村 佐江子 小山田町
（小山田小学校区）
関　正子 天野町
（天野小学校区）

大原　栄子 喜多町
（三日市小学校区）
三浦　昭子 高向
（高向小学校区）

中村　正博 岩瀬
（天見小学校区）

上尾　晶子 美加の台１丁目
（美加の台小学校区）
安竹　まき 北青葉台
（石仏小学校区）

上田 雄三郎 加賀田
（加賀田小学校区）
山本　淑子 南花台１丁目
（南花台小学校区）
安田　宗義 神ガ丘
（川上小学校区）

主任児童委員

獣
医
師
の
み
な
さ
ん
へ

　
今
年
度
は
獣
医
師
法
第
22
条
の

届
出
年
度
で
す
。
医
師
免
許
を
持

ち
、
本
市
に
住
所
地
を
置
い
て
い

る
人
は
、
令
和
４
年
12
月
31
日
時

点
の
状
況
を
環
境
政
策
課
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
期
日
ま
で
に
届

出
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
免
許
の

取
消
し
や
業
務
停
止
を
命
じ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間　
１
月
１
日
〜
31
日

※
今
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
も
可
能
で
す
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

問
環
境
政
策
課

保
険
・
年
金

公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
を
送
付

　
老
齢
・
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢

厚
生
年
金
な
ど
）を
受
け
て
い
る
す

べ
て
の
人
に
、「
令
和
４
年
分
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
１
月

下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
際
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
、非
課
税
所
得
で
あ
る
た
め
、源

泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
日
本
年
金
機
構
天
王
寺
年
金
事

務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５

３
１
）

きれいなまちをつくろう‼
はがき絵コンクール

　市民一人ひとりに環境への関心を高めてもらおうと
毎年行われている同コンクール（河川を美しくする市
民の会、河内長野市自然環境保護協議会主催）。今年
度は5391点の応募があり、最優秀賞に依

より

岡
おか

俊
しゅん

弥
や

さん
（東中学校２年）の作品が選ばれたほか、50点が入賞。
主な入賞者は次のとおりです（敬称略）。
◎河川を美しくする市民の会会長賞
中
なか

川
がわ

天
あ

澄
ず

（柳風台こども園年中）
◎河内長野市自然環境保護協議会会長賞
森
もり

七
なな

海
み

（長野小学校５年）、
●市役所で入賞作品を展示
とき　１月27日㈮～２月３日㈮
問環境政策課

依岡さんの作品

期
限
に
注
意
し
て
有
効
活
用
を

　

市
で
は
、
政
府
の
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、市
民
向
け
に
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

が
、
有
効
期
限
を
設
定
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
方
に
お
送
り

し
た
「
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
」

は
、
３
月
31
日
が
有
効
期
限

で
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の

方
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
移
動
支

援
と
し
て
お
送
り
し
た
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
共
通
乗
車
券
は
、

３・４
回
目
接
種
分
の
有
効
期

限
が
２
月
28
日
、
５
回
目
接

種
分
が
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

必
ず
し
も
接
種
時
の
往
復
に

使
用
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
有
効
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、「
モ
ッ
ク
ル
コ
イ

ン
」
の
有
効
期
限
は
、
購
入・

付
与
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
３
月
15
日
ま
で
で
す
。
例

え
ば
昨
年
７
月
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
ク

オ
・
カ
ー
ド
と
あ
わ
せ
て
お

送
り
し
た
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン

の
有
効
期
限
も
同
じ
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
方
か
ら
、
健
康
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業

や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

で
モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
が
た
く

さ
ん
貯
ま
っ
た
と
い
う
話
を

時
々
お
聞
き
し
ま
す
。
し
か

し
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
る
と

０
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

期
限
に
注
意
し
て
有
効
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

事
業
所

税
金

安
全
安
心

暮
ら
し

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

人
権

就
労

教
育

健
康

高
齢
者

協
働

保
険・年
金
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市民
投稿

ドラムを始めて2年たつので記念にレコーディングしてみました。うまく叩けると本人も満足気です。これから練習してもっと上手になりたいと意気込んでいました。

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、おうち
時間の過ごし方などをお気軽にご応募く
ださい。選考のうえ、広報紙やホームペ
ージ、市公式SNSなどに掲載します。
問広報広聴課秋もそろそろ終わり！赤や黄色に色付いた落

ち葉を集めて最後の秋を満喫。

初めて乗るペダルなし自転車の庭教習を
修了し、ついに路上デビュー！つたない
足さばき、卒検はいつのことか！？

税　

金

市
税
の
お
知
ら
せ

〜
１
月
31
日
が
期
限
で
す
〜

●
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　
給
与
支
払
者
が
市
町
村
へ
提
出

す
る
令
和
５
年
度（
令
和
４
年
分
）

の
給
与
支
払
報
告
書
と
総
括
表
の

提
出
期
限
は
、
１
月
31
日
㈫
で
す
。

　
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
退
職

者
の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
も

あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。
用
紙

は
、
給
与
支
払
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
や
用

紙
が
足
り
な
い
場
合
は
、
税
務
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
市
・
府
民
税
第
４
期
分
は
１
月

31
日
ま
で
に

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、最

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
（
納

付
額
30
万
円
以
下
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
ア
プ
リ
も
可
）
な
ど
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
の
申
告
を

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
の
た
め
の
資
産（
構
築
物
、機

械
、
工
具
な
ど
）
で
、
税
務
会
計

上
、
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
償
却
資
産

を
市
内
に
所
有
す
る
事
業
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
種

類
や
数
量
、
取
得
時
期
な
ど
を
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
有

者
は
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
税
務
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可

▽
控
え
が
必
要
な
場
合
は
返
信
用

封
筒
、
切
手
、
申
告
書
の
コ
ピ
ー

の
同
封
を
）。

問
税
務
課

車
検
時
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

納
税
証
明
書
が
原
則
不
要
に

　
１
月
か
ら
、
三
輪
以
上
の
軽
自

動
車
に
つ
い
て
、軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
の
納
付
状
況
を
軽
自
動
車

検
査
協
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
の
場
合
は
、
紙
の
納
税
証

明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

◎
納
付
し
た
ば
か
り
の
場
合

・
納
付
確
認
に
、
納
付
後
２
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
車
検
を
急
ぐ
場
合
は
、
金
融
機

関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
付

し
、
納
税
通
知
書
の
右
側
部
分
の

納
税
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
電
子
決
済
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
納
税
通
知
書
の
右
側
部
分
の

納
税
証
明
書
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
）。

◎
車
検
証
の
登
録
内
容
を
変
更
し

た
直
後
の
場
合

◎
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ

る
場
合

問
税
務
課

富
田
林
税
務
署
で
の
確
定
申
告

●
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
な

ど
の
確
定
申
告

　
令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
は
２

月
16
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。
所
得
税
・
復
興
特
別
所

得
税
・
贈
与
税
は
３
月
15
日
㈬
ま

で
に
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・

地
方
消
費
税
は
３
月
31
日
㈮
ま
で

に
、
そ
れ
ぞ
れ
申
告
と
納
税
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田
林
市
）

に
申
告
会
場
を
開
設

期
間　
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日

㈬
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
日

祝
日
を
除
く
▽
２
月
19
日
㈰
と
２

月
26
日
㈰
は
開
設
）

※
開
設
中
、
税
務
署
に
は
申
告
会

場
を
設
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が

必
要
で
す
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
国
税
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付

　

６
つ
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
か
ら
納
付

手
続
が
行
え
ま
す
。詳
細
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告（
e-

Ｔ
ａ
ｘ
）は
ス

マ
ホ
な
ど
で
自
宅
か
ら
提
出
可
能

　
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
e-

Ｔ
ａ
ｘ

は
、「
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で
源
泉
徴
収

票
を
読
み
取
り
自
動
入
力
」
が
で

き
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
「
青
色

申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
が
ス

マ
ホ
で
作
成
」
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
確
定
申
告
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
（
ス

マ
ホ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読

取
対
応
の
機
種
に
限
り
ま
す
）。

e-

Ｔ
ａ
ｘ
以
外
で
は
、
郵
送

か
税
務
署
窓
口
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
作
成
済
み
の
申
告

書
は
、
２
月
15
日
以
前
で
も
提
出

で
き
ま
す
。

※
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
の
発

行
は
、
全
国
の
税
務
署
で
随
時
受

付
（
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
）。

問
富
田
林
税
務
署

　
　
　
　
　
（
☎
24
・
３
２
８
１
）

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
税
に
つ
い
て
の
作
文

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

国
税
庁
が
毎
年
、
中
学
生
か
ら
募

集
し
て
い
る
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」。
今
年
度
は
、南
河
内
地
域
の

中
学
校
35
校
か
ら
３
０
８
９
点
の

応
募
が
あ
り
、
本
市
か
ら
は
12
人

が
入
選
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

◎
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

会
長
賞
＝
木き

の

下し
た

結ゆ

芽め

（
西
中
３
年
）、

宮み
や

崎ざ
き

千ち

星せ

（
千
代
田
中
３
年
）

◎
河
内
長
野
市
長
賞
＝
八は

っ

田た

歩あ
ゆ

香か

（
西
中
3
年
）

◎
同
市
教
育
長
賞
＝
田た

中な
か

志し

歩ほ

（
東
中
3
年
）

問
税
務
課

くろまろの郷で1番好きな場所。天気が良く
て気持ちいいね。

ヒマワリじゃないの～主張して
るじゃないの、忘れんとって。

散歩の途中に貴重な花を
見つ

けました。あけぼの草と
いう

花みたいです。

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

事
業
所

税
金

安
全
安
心

暮
ら
し

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

人
権

就
労

教
育

健
康

高
齢
者

協
働

保
険・年
金
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子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

　
双
子
や
三
つ
子
以
上
の
多
胎
児

を
育
児
中
の
人
や
妊
娠
中
の
人
が

集
ま
り
、
子
育
て
の
話
や
交
流
を

し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
多
胎
児
を
妊

娠
中
や
育
児
中
の
就
学
前
の
親
子

（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

と
き　
１
月
16
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

　
親
世
代
と
同
居
中
で
、
マ
マ
友

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所です。
会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場　
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242
※当日直接会場へ

毎週火・木・金曜日と１月 16日㈪午前 10 時～午
後３時 30分▷午前・午後の２部制で各３組まで（先
着順）▷ 12 日㈭＝「ゆうみ先生と音楽を楽しも
う！」（午前 11 時 30 分～）、20 日㈮＝「みんな
でストレッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501
※検温のうえ要予約

毎週月・水・木曜日午前 10時～午後３時▷１月９
日㈷は就園児童も利用可▷午前・午後の２部制で各
４組まで（先着順）▷１月５日㈭～ 12日㈭＝「干
支折り紙で絵馬作り」、11日㈬＝「あかちゃん優先
タイム」（午後）▷詳細はブログ・インスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（事前予約が必要）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 １月 11日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 １月 20日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 １月 25日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

を
記
入
▽
同
伴
者
は
３
人
ま
で
）

で
１
月
13
日
ま
で
に
人
権
協
会
事

務
局
（
〒
586
ー
８
５
０
１
河
内
長

野
市
役
所
内
）
へ
▽

電
子
申
請
も
可

※
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
あ
り
▽
1
歳
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り
（
申
し

込
み
は
１
月
13
日
ま
で
に
左
記

へ
）

問
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

だ
ち
が
欲
し
い
人
が
集
ま
っ
て
、子

ど
も
を
自
由
に
遊
ば
せ
な
が
ら
交

流
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
で
２
世
帯
や
３

世
帯
で
同
居
中
（
同
敷
地
内
で
の

居
住
も
含
む
）
の
保
護
者
と
就
学

前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参

加
も
可
）

と
き　
１
月
24
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
‼

　
同
年
齢
の
子
ど
も
と
一
緒
に
運

動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活
動
を

通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で
過
ご

す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
１
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

15
組
（
抽
選
）

②
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
楽
し
い
！
」「
お

も
し
ろ
い
！
」「
で
き
た
！
」
を
実

感
し
、「
も
っ
と
し
た
い
！
」
と
い

う
意
欲
を
育
ん
で
い
く
き
っ
か
け

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
１
月
17
日
㈫
・
31
日
㈫
▽

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回
シ

リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

③
育
児
講
座
「
子
育
て
中
の
マ
マ

の
ヨ
ガ
ワ
チ
ャ
ワ
チ
ャ
ク
ラ
ス
」

　
ヨ
ガ
で
運
動
不
足
を
解
消
し
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

保
護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も

可
）

と
き　
１
月
17
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

定
員

15
人
▽
就
学
前
の
子
ど
も

の
保
育
あ
り
▽
定
員
６
人（
抽
選
）

④
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
ー
と
実
践

報
告
会

　
「
は
ー
と
」
は
す
べ
て
の
子
ど
も

の
成
長
を
見
守
る
た
め
に
今
年
度

よ
り
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
活
用
方
法
を
参
加
者
と
交
流
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
き　
１
月
31
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員

80
人
（
先
着
順
）

申
込　
①
〜
③
は
１
月
９
日
ま
で

に
、
④
は
１
月
24
日
ま
で
に
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月

日
、
性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電

話
番
号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

と
と
催
し
名
を
記
入
し
て
、
１
月

９
日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1
）

も
可
。

問
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
℻
50
・
４
６
６
５
）

里
親
募
集
説
明
会

　
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生

活
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
１
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

定
員　
５
組
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
10
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
高
鷲
学
園
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
里
親

（
☎
０
７
２
・
９
５
９
・
２
２
０
２
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
１
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

内
容　
先
輩
マ
マ
・
パ
パ
と
の
情

報
交
換
会
・
あ
い
っ
く
見
学
な
ど

定
員

16
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
１
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
21
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き　
１
月
14
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

21
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き　
１
月
７
日
㈯
・
28
日
㈯
午

前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）
▽
28

日
は
保
護
者
も
入
場
可　
　
　
　
　

●
え
い
ご
の
お
は
な
し
会（
国
際
交

流
協
会
と
共
催
▽
４
歳
以
上
向
け
）

と
き　
１
月
15
日
㈰
午
後
３
時
〜

（
30
分
程
度
▽
出
入
り
自
由
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。　
　
　

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
自
由
に
手
に
取
っ

て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
毎
週
金
曜
日
▽
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

人　

権

ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」・
拉
致
被
害
者

家
族
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
会

と
き　
１
月
15
日
㈰
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　
ピ
ー
ス
お
お
さ
か(

大

阪
市
中
央
区)

申
込　
１
月
６
日
ま

で
に
フ
ァ
ク
ス
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
府
人
権
企
画
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
０
）

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

●
講
演
会
「
発
達
障
が
い
者
の
理

解
と
支
援
」

と
き　
１
月
21
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
（
開
場
は
午
後
1
時
）

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人

申
込　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と
同
伴
者

●もぐもぐ教室
対象　市内在住で生後５か月前後の子
どもの保護者
とき　１月25日㈬、２月22日㈬午後
１時15分～２時15分
内容　離乳食（生後５～８か月ごろ）
の進め方など
定員　８人（先着順）
●かみかみ教室
対象　市内在住で生後９か月前後の子
どもの保護者
とき　１月27日㈮午後１時15分～２
時15分
内容　離乳食（生後９～18か月ごろ）
の進め方など
定員　８人（先着順）
●離乳食・幼児食相談会
対象　市内在住で離乳期から就学前の
子どもの保護者
とき　２月３日㈮午前９時30分～
内容　管理栄養士と歯科衛生士による
個別相談
定員　６人（先着順）
申込　電話で下記へ
問保健センター
　　　　（☎55-0301）

いのちはぐくむ交流授業の様子
（17ページに関連記事）

　　　　（☎55-0301）

保健センター

子どもの健康教室・相談

安
全
安
心

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

問
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

大
阪
府
河
川
防
災
情
報
の
活
用
を

　
府
河
川
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
12
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
河
川
の
水
位
や
大
雨

時
の
避
難
に
関
す
る

情
報
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す
。

問
府
河
川
整
備
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
７
５
９
２
）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

事
業
所

税
金

安
全
安
心

暮
ら
し

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

人
権

就
労

教
育

健
康

高
齢
者

協
働

保
険・年
金
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千代田中学校で、いのちはぐくむ交流授業
が開催されました。本授業は、市内の学生
が乳幼児や育児中の保護者と触れ合い話を

聞き、子育ての楽しさや大変さ、親への感謝やいの
ちの重みについて考える授業です。参加した生徒は、
積極的に乳幼児を抱っこしたり、恐る恐る触れ合っ
たり、保護者に質問するなど子育てについて知識を
深めていました。

寺ケ池公園で開催された市商工祭「One 
Love FESTA」。市内の商工業者が集まり、
商品やサービスなど各社の魅力をアピール

しました。また、手作り品などの販売や体験コーナ
ーのほか、ダンスや音楽演奏などのステージも行わ
れました。天気も回復したこの日、多くの人たちが
訪れ、楽しく一日を過ごしていました。

子育ての楽しさと大変さを学ぶ
いのちはぐくむ交流授業

魅力あふれる市内産業が集結
河内長野市商工祭 One Love FESTA

養成講座の３回目、「屋根葺き実習」が行
われました。この日は大学生や茅の研究者、
建築関係者などが集結。茅の束を繋いで屋

根を縫うように縄を通し、束を重ねながら積み上げて
いきました。茨城県から参加した大学生は「茅につい
て研究しているので、技術を継承して茅文化を広めて
いきたい」と話していました。

伝統文化継承人に
茅刈後継者養成講座

11
27

KAWA
CHINAGANO CITY

11
14

11
20 消防本部で消防フェアが開催。35 ｍ級はしご車の

試乗体験や放水体験、ちびっこロープ渡過体験な
どが行われました。当日は、約 1000 人が来場し、

大いに盛り上がっていました。真っ暗で煙が充満した迷路を
進んでいく煙体験の参加者は「火事の怖さを知りました。日
ごろから火の用心を心がけたい」と話していました。

火事になったらたいへんだ
消防フェア

11
12

市内の様々な仕事を直接見て感じて知ってもら
おうと仕事現場を見学するツアーが３日間の日
程で開催されました。また、ゆいテラスでは美

容師のお仕事体験、段ボール迷路、ＶＲ体験など様々な体
験イベントも同時に行われました。参加者は「外から見る
だけではわからなかった企業や工場を見学したり体験する
ことで、中の様子を知れて良かった」と話していました。

市内事業者がアピール
ワークワクワク河内長野

11
23
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